
武州八王子壇林所滝山大善寺境内之風景略図 

嘉永 4 年（1851）ころ 

大
善
寺
（
大
横
町
）
浄
土
宗 

関
東
十
八
壇
林
の
ひ
と
つ
。
も
と
滝
山

城
下
に
あ
り
、
の
ち
に
元
八
王
子
に
、

そ
れ
か
ら
大
横
町
に
移
っ
た
。
現
在
は

大
谷
町
に
あ
る
。 

こ
の
お
寺
の
お
十
夜
（
十
夜
法
要
）
は
、

近
県
ま
で
名
高
い
も
の
で
あ
っ
た
。 

極
楽
寺
と
大
善
寺
と
が
あ
っ
た
地
は
、

江
戸
時
代
に
は
滝
山
と
呼
ば
れ
て
い

た
。 
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◇
散
歩
の
み
ど
こ
ろ 

 

Ｊ
Ｒ
八
高
線
の
北
八
王
子
駅
西
口
を
降

り
、
少
し
歩
い
て
都
道
に
出
る
。
出
た
と

こ
ろ
が
青
い
目
の
人
形
が
保
存
さ
れ
て
い

る
第
八
小
学
校
。
校
庭
の
中
央
に
は
百
年

桜
も
保
存
。
少
し
南
へ
歩
く
と
伝
説
の
首

な
し
地
蔵
。
方
向
を
転
じ
て
西
へ
。
秘
仏

の
宇
賀
神
と
大
谷
の
弁
天
様
が
安
置
さ
れ

て
い
る
龍
谷
寺
と
日
月
神
社
へ
至
る
。
さ

ら
に
西
へ
。
田
園
と
林
の
中
を
通
り
、
北

大
谷
古
墳
へ
。
古
墳
を
下
っ
て
行
く
と
、

お
十
夜
で
有
名
だ
っ
た
大
善
寺
に
着
く
。 

 

こ
の
寺
は
、
北
条
氏
照
の
滝
山
城
、
八

王
子
城
、
徳
川
期
の
大
横
町
、
大
和
田
町
、

現
在
の
大
谷
町
へ
と
度
々
移
転
し
て
い
る
。 

機
織
り
の
白
滝
様
、
呑(

曇)

龍
上
人
は
有

名
で
あ
る
。
境
内
に
は
、
八
王
子
代
官
や

小
説
家
等
の
墓
も
多
い
。
寺
の
隣
り
が
、

大
谷
弁
財
天
、
都
立
小
宮
公
園
、
ひ
よ
ど

り
山
・
森
林
ウ
ォ
ー
ク
コ
ー
ス
へ
と
続
く
。

公
園
西
側
の
南
端
ま
で
歩
く
と
、
水
原
秋

桜
子
の
句
碑
が
建
つ
名
綱
神
社
に
着
く
。

さ
ら
に
大
泉
寺
へ
。
こ
こ
で
解
散
予
定
。 

①
市
立
第
八
小
学
校 

石
川
町
二
〇
六
五 

八
王
子
市
立
第
八
小
学
校
は
、
旧
小
宮

村
で
最
初
に
出
来
た
開
校
百
周
年
を
越
え

た
歴
史
あ
る
小
学
校
で
あ
る
。 

石
川
町
の
西
蓮
寺
が
発
祥
地
で
、
学
制

発
布
に
よ
り
明
治
六
年(

一
八
七
三)

に
三

和
学
校
と
し
て
開
設
さ
れ
、
明
治
四
十
一

年(

一
九
〇
八)

大
和
田
、
西
中
野
と
統
合

し
て
現
在
地
に
小
宮
尋
常
小
学
校
と
し
て

開
校
し
た
歴
史
の
あ
る
学
校
で
あ
り
、
百

年
桜
と
青
い
眼
の
人
形
二
体
が
大
事
に
保

存
さ
れ
て
い
る
。 

明
治 

 
六
年 

三
和
学
校
開
設 

九
年 

為
則
（
い
そ
く
）
小
学
校 

と
改
称 

神
奈
川
県
所
管 

二
十
一
年 
小
宮
村
と
改
称 

二
十
五
年 

為
則
尋
常
小
学
校
と
改
称 

四
十 

年 

小
学
校
法
令
改
正 

四
十
一
年 

小
宮
尋
常
高
等
小
学
校 

と
改
称
、
現
在
地
で
開
校 

大
正 

十
年 

高
等
科
を
加
え
小
宮
第
一 

 
 

 

尋
常
小
学
校
と
改
称 

昭
和 

十
年 

町
制
で
南
多
摩
郡
小
宮
町

と
な
り
町
立
校
と
な
る 

十
六
年 

小
宮
町
が
八
王
子
市
に
合

併
第
八
国
民
学
校
と
改
称 

 

二
十
二
年 

第
八
小
学
校
と
改
称 

 

                   

市立第八小学校（手前の木は百年桜） 
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●
青
い
眼
の
人
形 

親
米
の
ム
ー
ド
が
辛
う
じ
て
残
っ
て

い
る
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）「
世
界
の
平

和
は
子
ど
も
か
ら
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
日

米
友
好
を
願
う
ア
メ
リ
カ
の
宣
教
師
た
ち

か
ら
日
本
の
小
学
校
や
幼
稚
園
に
、
約
一

万
三
千
体
の
人
形
が
贈
ら
れ
た
。 

そ
の
人
形
は
「
青
い
眼
の
人
形
」
と
呼

ば
れ
当
時
は
、
と
て
も
珍
し
が
ら
れ
た
。

し
か
し
第
二
次
大
戦
中
、
敵
国
の
人
形
と

し
て
日
本
各
地
で
焼
か
れ
捨
て
ら
れ
た
が
、

再
び
ア
メ
リ
カ
と
堅
い
絆
で
結
ば
れ
て
い

る
今
日
、
二
百
十
数
体
の
人
形
が
各
地
で

大
切
に
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
て
い
る
。 

ま
た
、
こ
の
こ
と
を
知
っ
た
当
時
の
宣

教
師
の
孫
た
ち
（
ひ
孫
説
も
あ
る
）
が
感

動
し
昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
）
か
ら

三
年
か
け
て
新
た
に
二
百
十
体
が
日
本
の

小
学
校
に
送
ら
れ
て
き
た
と
い
う
。 

ま
た
、
日
本
か
ら
ア
メ
リ
カ
へ
御
礼
と 

し
て
送
っ
た
日
本
人
形
も
二
十
五
体
程
が

博
物
館
や
美
術
館
に
保
存
さ
れ
て
い
る
と

い
う
。 

 

初
め
の
人
形
が
メ
ア
リ
ー
ち
ゃ
ん
、
あ

と
の
人
形
が
ベ
ッ
キ
ー
ち
ゃ
ん
。
時
代
の

悲
喜
を
見
つ
め
な
が
ら
、
八
十
年
経
っ
た

今
で
も
青
く
澄
ん
だ
瞳
が
美
し
い
。
日
本

人
形
の
瞳
も
穏
や
か
だ
。
こ
の
瞳
が
戦
火

で
曇
ら
ぬ
よ
う
永
久
平
和
を
願
う
も
の
で

あ
る
。 

          

     

●
「
追
憶
」 

「
青
い
眼
の
人
形
は
」
は
、「
十
五
夜
お
月

さ
ん
」
と
同
様
に
、
雑
誌
「
金
の
船
」
に

発
表
さ
れ
た
野
口
雨
情
の
作
品
で
、
作
曲

も
「
十
五
夜
・
・
」
と
同
じ
本
居
長
世
で

あ
る
。 

「
青
い
眼
の
人
形
」
が
誌
上
に
出
た
の
は
、

大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
十
二
月
号
だ
か

ら
「
十
五
夜
・
・
」
よ
り
一
年
以
上
も
の

ち
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

大
正
十
年
十
二
月
に
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
会

議
で
、
日
、
英
、
米
、
仏
の
四
国
間
の
条

約
が
結
ば
れ
、
日
本
で
は
、
親
米
ム
ー
ド

が
盛
り
上
が
っ
て
い
た
。
会
議
の
結
果
に

は
、
何
か
と
不
満
も
あ
っ
た
が
、
日
本
人

は
、
ア
メ
リ
カ
生
れ
の
人
形
を
や
さ
し
く

迎
え
よ
う
と
す
る
心
を
、
ま
だ
失
っ
て
は

い
な
か
っ
た
。
「
子
ど
も
の
昭
和
史
よ
り
」 

青い目の人形 
ベッキーちゃんと 
現在のメアリーちゃん 

昭和 53 年に発見
された古い衣装
を着た 
メアリーちゃん 
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●
「
青
い
眼
の
人
形
」
の
歌 

作
詞･

野
口
雨
情 

作
曲･

本
居
長
世 

 

青
い
眼
を
し
た 
お
人
形
は 

 

ア
メ
リ
カ
生
ま
れ
の 
セ
ル
ロ
イ
ド 

日
本
の
港
へ 

つ
い
た
と
き 

 

一
杯
涙
を 

う
か
べ
て
た 

わ
た
し
は
言
葉
が 

わ
か
ら
な
い 

 

迷
子
に
な
っ
た
ら 

な
ん
と
し
ょ
う 

や
さ
し
い
日
本
の 

嬢
ち
ゃ
ん
よ 

 

仲
よ
く
遊
ん
で 

や
っ
と
く
れ 

 

仲
よ
く
遊
ん
で 

や
っ
と
く
れ 

 

         

●
「
青
い
眼
の
人
形
」 

歌
詞
に
つ
い
て 

 
 

 
 

 
 

野
口
雨
情
（
原
文
の
ま
ま
） 

「
青
い
眼
の
人
形
を
書
い
た
の
は
大
正
の

末
で
あ
っ
て
、
そ
の
頃
は
国
際
愛
の
聲
が

教
育
者
間
に
も
さ
け
ば
れ
、
總
て
が
国
境

な
し
の
愛
の
教
育
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と

言
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
顧
み
れ
ば
新
興

の
童
謡
も
こ
の
當
時
が
、
一
番
盛
ん
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。 

 

家
庭
に
も
、
學
校
に
も
、
国
際
愛
を
歌

っ
た
も
の
が
歓
迎
さ
れ
ま
た
要
求
も
さ
れ

た
の
で
あ
る
。 

国
際
愛
は
結
構
な
こ
と
で
あ
る
が
、
そ

の
結
構
な
こ
と
を
歌
っ
た
よ
い
童
謡
が
な

か
っ
た
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
と
考
え
た
末
、

そ
の
頃
日
本
の
子
供
さ
ん
達
に
も
よ
ろ
こ

ば
れ
て
ゐ
た
セ
ル
ロ
イ
ド
製
の
キ
ュ
ー
ピ

ー
さ
ん
を
見
て
、
キ
ュ
ー
ピ
ー
か
ら
思
い

つ
い
た
の
は
、
こ
の
青
い
眼
の
人
形
で
あ

る
。 

 

青
い
眼
と
か
赤
い
と
か
異
国
の
人
形
を

歌
っ
た
童
謡
が
な
か
っ
た
の
で
、
そ
れ
を

日
本
の
子
供
さ
ん
と
取
り
合
せ
て
書
い
た

の
が
こ
の
童
謡
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
今

こ
こ
で
言
う
ま
で
も
な
く
、
感
傷
的
な
も

の
で
は
な
い
。
全
く
途
方
に
く
れ
て
ゐ
る
、

異
国
の
人
形
を
や
さ
し
い
日
本
の
嬢
ち
ゃ

ん
方
に
よ
っ
て
同
情
さ
れ
た
国
際
愛
の
童

謡
で
尊
い
日
本
精
神
の
あ
ら
は
れ
と
思
え

ば
良
い
。
」 「

日
本
童
謡
全
集
」 

昭
和
十
二
年
日
本
蓄
音
機
商
会 

  

 

  

 

青い目の人形の歌 
挿絵 

アメリカへ渡った 
日本人形 

精巧な日本人形 
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●
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た 

日
本
人
形 

 

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
の
ニ
ュ
ー
ア
ー

ク
博
物
館
に
常
時
展
示
保
存
さ
れ
て
い
る

ミ
ス
大
阪
市
の
人
形
で
あ
る
。
小
物
類
な

ど
所
持
品
が
多
数
。
弟
人
形
と
と
も
に
良

好
な
保
存
状
態
と
か
。 

 

関
連
の
保
管
品
と
し
て
、
草
履
、
ぽ
っ

く
り
、
乗
船
券
、
茶
道
具
、
傘
、
鼓
、
三

味
線
、
ク
ッ
キ
ー
、
お
茶
セ
ッ
ト
、
長
持

ち
、
鏡
、
栽
縫
箱
、
あ
ん
ど
ん
、
箪
笥
な

ど
、
手
の
込
ん
だ
、
細
や
か
さ
が
窺
え
る
。 

 

二
代
目
平
田
郷
陽
作
の
も
の
で
、
オ
ハ

イ
オ
州
コ
ロ
ン
バ
ス
の
オ
ハ
イ
オ
歴
史
協

会
保
存
。
人
形
の
保
存
状
態
は
良
好
。
所

持
品
も
多
数
保
管
と
か
。
他
の
保
管
品
と

し
て
、
草
履
二
足
、
ぽ
っ
く
り
一
足
、
扇

子
二
、
琴
、
手
紙
六
十
二
通
、
お
化
粧
セ

ッ
ト
（
中
山
太
陽
堂
謹
製
）
、
お
手
玉
六
個
、

茶
道
具
、
鼓
三
、
裁
縫
箱
、
箪
笥
一
、
長

持
ち
計
十
一
（
大
阪
府
等
マ
ー
ク
） 

 

重
要
な
文
化
財
と
な
る
精
巧
な
人
形
で

あ
っ
た
。 

「
社
団
法
人
国
際
文
化
協
会
」 

②
首
な
し
地
蔵 

石
川
町 

八
王
子
市
立
第
一
中
学
校
の
西
側
。
都

道
の
傍
ら
の
角
地
に
、
首
の
取
れ
た
小
さ

な
地
蔵
尊
が
あ
る
。
よ
だ
れ
掛
け
が
な
け

れ
ば
、
た
だ
の
石
の
魂
に
し
か
見
え
な
い
。

土
地
の
人
た
ち
は
、
こ
れ
を
「
首
な
し
地

蔵
」
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
の
地
蔵
尊
の
首

は
、
時
を
経
て
取
れ
た
も
の
で
は
な
く
、

最
初
か
ら
な
か
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

「
八
王
子
ふ
る
さ
と
の
む
か
し
話
」
に
は

次
の
よ
う
な
伝
説
も
載
っ
て
い
る
。 

昔
、
相
模
の
旅
僧
が
荒
れ
た
こ
の
土
地

を
見
て
、
為
政
者
の
無
能
を
批
判
し
、
そ

れ
を
聞
い
た
役
人
が
僧
の
首
を
は
ね
て
し

ま
っ
た
の
で
あ
る
。
哀
れ
に
思
っ
た
土
地

の
人
々
は
地
蔵
を
作
り
僧
の
供
養
を
し
た
。

と
こ
ろ
が
こ
の
地
蔵
、
何
と
し
て
も
首
が

こ
ろ
げ
落
ち
て
し
ま
う
の
で
、
や
む
を
得

ず
首
の
な
い
ま
ま
祀
っ
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。 

ま
た
、
地
蔵
の
周
辺
地
域
に
は
、
こ
れ

と
違
う
伝
説
も
語
り
継
が
れ
て
い
る
。 

こ
の
土
地
で
馬
方
を
し
て
い
た
者
が

江
戸
の
馬
方
宿
に
泊
ま
っ
た
晩
の
こ
と
、

宿
の
近
く
で
火
事
が
あ
り
、
と
び
出
し
て

み
る
と
、
あ
ん
ま
さ
ん
が
小
さ
な
包
み
を

抱
え
て
途
方
に
暮
れ
て
い
た
。
そ
れ
を
見

た
馬
方
は
包
み
を
奪
っ
て
逃
げ
て
し
ま
っ

た
。
包
み
の
中
味
は
金
で
あ
っ
た
と
い
う
。

そ
の
後
、
こ
の
馬
方
は
不
幸
が
続
い
た
た

め
、
あ
ん
ま
さ
ん
の
供
養
に
地
蔵
を
作
っ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
地
蔵
の
首
が
な

い
の
は
、
相
模
の
石
工
が
運
ん
で
く
る
途

中
で
割
れ
た
の
だ
と
い
う
。 

「
首
な
し
地
蔵
」
は
、
首
か
ら
上
の
病
気

や
、
首
が
回
ら
な
い
と
き
（
忙
し
い
と
き

や
金
の
工
面
が
つ
か
な
い
と
き
も
）
功
徳

が
あ
る
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

       

首なし地蔵 
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●
大
谷
町
の
昔 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

大
谷
村
は
も
と
中
野
村
の
内
で
、
百
姓

十
右
衛
門
が
所
蔵
し
て
い
た
と
天
正
十
九

年(

一
五
九
一)
四
月
の
水
帳
に
し
る
さ
れ

て
い
る
。 

「
中
野
村
の
北
の
丘
に
つ
ゞ
き
た
る

村
な
り 

江
戸
日
本
橋
よ
り
十
一
里 

す

べ
て
こ
の
邊
は
土
人
谷
間
に
住
居
す
る
地

な
れ
ば 

こ
の
村
名
あ
り
と
云 
東
は
石

川
村
に
続
き 

谷
地
川
を
境
と
す 
北
は

宇
津
木
村
に
て 

こ
の
境
も
谷
地
川
の
流

れ
な
り 

南
は
大
和
田
村
の
陸
田
に
つ
ゞ

き
て
往
還
を
界
と
せ
り 

東
西
二
十
町
餘 

南
北
二
十
五
町
程 

民
家
は
四
十
二
軒 

 
 

 
 

 

天
正
十
九
年
の
検
地
帳
に
は 

小
島

又
十
郎
、
都
築
清
大
夫
、
中
村
助
五
郎
等

が
交
名
を
注
せ
り 

こ
の
後
延
寶
四
年

(

一
六
七
六)

近
山
友
閑
、
内
藤
六
右
衛
門

等
再
び
検
地
せ
り 

今
御
料
所
は
小
野
田

三
郎
右
衛
門
が
代
官
所
に
し
て 

そ
の
餘

は
荻
原
頼
母
、
窪
田
忠
兵
衛
、
松
平
河
内

守
、
前
田
八
郎
左
衛
門
等
知
行
せ
り
」 

 

③
両
輪
山

龍
谷
寺 

大
谷
町
六
七
〇 

宗
派 

曹
洞
宗 

本
尊 

釋
迦
三
尊
仏 

寺
宝 

薬
師
如
来
像 

延
命
地
蔵
像 

 
 

 

聖
観
音
像 

弁
財
天
・
大
黒
天
・ 

 
 

 

毘
沙
門
天
の
三
天
像 

開
山 

藍
底
盛
悦
大
和
尚 

開
基 

滝
山
城
主
北
条
氏
照
の
家
臣
大
谷 

 
 

十
郎
左
エ
門 

開
創 

寛
永
十
二
年
（
一
六
三
五
） 

山
号
の
両
輪
山
は
両
輪
閣
ホ
ー
ル
に

奉
安
さ
れ
て
い
る
薬
師
如
来
の
縁
と
い
わ

れ
て
い
る
。
日
輪
天
王
（
太
陽
）
と
月
輪

天
王
（
月
）
を
守
護
神
と
し
て
祀
っ
た
も

の
で
、
因
み
に
隣
接
し
た
神
社
は
日
月
神

社
と
い
う
。
寺
号
の
龍
谷
寺
は
近
く
の
弁

天
池
に
棲
む｢

龍｣
を
一
字
名
付
け
、
地
元

の
地
名
大
谷
の｢

谷｣
を
生
か
し
た
と
い
わ

れ
て
い
る
。 

釋
迦
牟
尼
佛
を
本
尊
と
し
て
曹
洞
宗 

の
教
義
を
広
め
三
百
六
十
有
余
年
を

径
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。 

                        

龍 谷 寺 胎 内 物 
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龍谷寺秘仏 
宇 賀 神 

右：日光菩薩 中央：薬師如来 
左：月光菩薩 

庚 申 塔 龍 神（寺宝） 

文殊菩薩・釈迦如来坐像・普賢菩薩坐像 

弁 財 天 

梵 鐘 
（市指定有形文化財） 
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④
大
谷
町
の

日
月

に
ち
げ
つ

神
社 

日
月
神
社
は
大
谷
の
守
護
神
と
し
て

龍
谷
寺
と
共
に
約
三
百
六
十
年
前
に
建
立

さ
れ
た
。
特
に
弁
財
天
は
芸
能
又
は
水
商

売
の
神
と
し
て
女
性
の
参
拝
が
多
い
。 

 

 

                

⑤
北
大
谷
古
墳 

大
谷
町
七
二
五 

 

大
谷
町
の
こ
ん
も
り
茂
っ
た
小
高
い
所

に
、
大
谷
の
古
墳
が
あ
る
。
大
き
な
石
で

廊
下
や
部
屋
が
作
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、

大
和
朝
時
代
の
影
響
が
濃
い
。 

八
王
子
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
南
、
富

士
見
台
霊
園
の
東
側
に
築
造
さ
れ
て
い
る
。

径
三
十
九
ｍ
、
高
さ
三
ｍ
の
円
墳
で
、
こ

れ
ま
で
に
三
回
発
堀
調
査
が
行
わ
れ
て
い

る
。
石
室
は
、
凝
灰
岩
（
ぎ
ょ
う
か
い
が

ん
）
の
切
石
を
積
み
重
ね
、
長
さ
約
十
ｍ
、

高
さ
二
・
二
三
ｍ
と
墳
丘
に
比
べ
て
大
き

な
構
造
を
も
つ
が
、
残
念
な
が
ら
大
き
く

崩
壊
し
て
い
る
。
ま
た
、
盗
掘
さ
れ
て
い

る
た
め
、
石
室
内
か
ら
は
一
点
の
副
葬
品

も
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
築
造
時
期
は
七

世
紀
前
半
頃
と
推
定
さ
れ
、
数
少
な
い
八

王
子
の
代
表
的
な
古
墳
で
あ
る
。
現
在
、

石
室
周
辺
は
埋
め
ら
れ
て
い
る
。 

昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
九
月
二
十
一

日
調
査
を
ほ
ぼ
終
了
し
て
い
る
。 

 

                        

日月神社 

現在の北大谷古墳 発掘前の北大谷古墳 現在の北大谷古墳 調査前の北大谷古墳 
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古墳の内部 石壁造りの古墳（昭和 7 年頃） 

北大谷古墳の石室実測図ほか 
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⑥
観
池
山
往
生
院

大
善
寺 大

谷
町
六
七
〇 

宗
派 

単
立
法
人
（
浄
土
系
） 

本
尊 

阿
弥
陀
如
来 

開
山 

讃
誉
牛
秀
上
人 

開
基 

滝
山
城
主
北
条
氏
照 

開
創 

創
建
は
明
ら
か
で
な
い
が
、 

一
説
に
は
永
禄
年
間
（
一
五
五
八

～
七
〇
） 

滝
山
城
主
陸
奥
守
北
条
氏
照
が
菩
提

寺
と
し
て
滝
山
城
下
に
創
建
し
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
る
。
氏
照
の
八
王
子
城
移
転
と

と
も
に
八
王
子
城
下
へ
移
転
し
、
さ
ら
に
、

天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
八
王
子
城
落

城
に
よ
り
大
横
町
に
移
転
し
た
。 

江
戸
時
代
に
は
二
万
坪
の
寺
域
を
誇

る
大
寺
院
で
、
関
東
十
八
檀
林
の
一
浄
土

宗
学
問
所
と
し
て
栄
え
た
。
こ
の
学
寮
か

ら
は
、
江
戸
時
代
中
期
の
民
政
家
、
田
中

休
愚
（
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
か
ら
享

保
十
四
年
（
一
七
二
九
）
）
が
出
て
い
る
。 

当
時
の
第
三
世
住
職
然
誉
呑
竜
（
ど
ん

り
ゅ
う
）
は
特
に
有
名
で
、「
子
育
て
呑
龍

さ
ま
」
と
し
て
明
治
時
代
ま
で
毎
月
十
日

が
子
ど
も
の
健
康
を
祈
願
す
る
縁
日
と
し

て
賑
わ
っ
て
い
た
と
い
う
。 

ま
た
、
大
善
寺
の
年
中
仏
事
最
大
の
行

事
で
あ
る
「
十
夜
法
要
」
は
、「
八
王
子
の

お
十
夜
」
と
し
て
知
ら
れ
、
昭
和
三
十
六

年
（
一
九
六
一
）
に
現
在
地
に
移
転
す
る

ま
で
、
三
百
年
余
の
伝
統
を
有
し
て
い
た
。

毎
年
十
月
十
三
～
十
五
日
は
、
近
隣
近
在

か
ら
参
拝
と
見
物
客
で
賑
わ
い
を
見
せ
た
。 

な
お
、
境
内
に
は
関
東
十
八
代
官
の
一

人
武
本
権
右
衛
門
の
墓
、
及
び
「
血
文
弥

陀
」
の
伝
説
を
も
つ
津
戸
為
守
の
供
養
塔

が
あ
る
。 

         

                       
大 善 寺 

厨子の呑龍 呑龍（曇龍）坐像 本尊の阿弥陀如来 
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●
機
守
神
社
と
機
神
さ
ま 

機
守
神
社
は
、
桐
生
の
白
滝
神
社
の
分

身
で
あ
る
。 

機
守
様
は
、
大
善
寺
境
内
の
機
守
神
社

に
あ
っ
た
白
滝
観
音
の
こ
と
で
あ
る
。 

八
王
子
の
機
守
神
社
の
起
こ
り
は
、
白

滝
姫
伝
説
に
関
連
し
て
い
る
。
昔
、
八
王

子
に
与
平
と
い
う
信
仰
心
の
厚
い
老
人
が

い
た
。
あ
る
夜
、
夢
の
中
で
絹
織
物
の
技

術
を
授
け
ら
れ
た
。
与
平
は
喜
ん
で
は
る

ば
る
上
州
（
群
馬
）
山
田
郡
仁
田
村(

現
在

桐
生
市
川
内
町)

に
行
き
、
白
滝
神
社
の
姫

の
姿
を
模
写
し
て
持
ち
帰
り
大
善
寺
境
内

に
小
祠
を
建
て
て
祀
っ
た
。 

そ
の
後
、
八
王
子
織
物
は
桐
生
の
影
響

を
受
け
て
盛
ん
と
な
り
、
嘉
永
四
年
三
月

に
は
、
桐
生
織
物
の
福
冨
家
の
子
孫
や
糸

関
係
者
の
手
で
八
王
子
全
町
の
祭
典
を
行

い
、
神
社
も
こ
の
年
造
営
さ
れ
た
。
江
戸

時
代
に
は
機
神
大
明
神
と
呼
ば
れ
て
い
た

が
、
明
治
維
新
の
神
仏
分
離
令
で
神
仏
混

合
が
禁
止
さ
れ
白
滝
観
音
と
改
め
ら
れ
た
。 

明
治
八
年
、
禁
止
令
が
と
け
る
や
当
時
の 

織
物
景
気
の
好
況
に
再
び
機
守
神
社
と
称

し
鳥
居
も
立
て
直
さ
れ
た
。 

        

機守神社 

機守様（秘仏） 

大横町境内の山門にあった頃の仁王像 
(50 年ぶりにお目見え 2012 年） 

白滝姫 
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●
大
善
寺
の
銅
造
梵
鐘 

 

市
内
で
現
存
す
る
最
古
の
梵
鐘
。
横
川

村
の
鋳
物
師
集
団
、
加
藤
鋳
物
師
の
一
連

の
作
品
と
し
て
も
現
存
最
古
で
あ
る
。 

代
官
武
本
権
左
衛
門
、
町
奉
行
近
山
与

左
衛
門
、
町
年
寄
田
中
五
郎
左
衛
門
、
新

野
与
五
右
衛
門
な
ど
が
大
旦
那
と
な
り
、

今
当
安
寧
を
願
っ
て
寛
永
三
年
（
一
六
二

六
）
に
鋳
造
さ
れ
た
。 

 

加
藤
甚
右
衛
門
長
重
の
作
で
あ
る
。 

      

       

●
白
滝
姫
伝
説 

 

『
群
馬
県
山
田
郡
誌
』
に
よ
る
と
、
白

滝
姫
は
往
古
天
平
宝
字
年
間
、
朝
廷
に
仕

え
て
い
た
官
女
の
名
で
あ
る
。
こ
の
白
滝

を
秘
か
に
恋
い
慕
う
山
田
某
と
い
う
男
が

お
り
、
歌
を
よ
ん
で
贈
っ
た
。
こ
の
こ
と

が
帝
の
耳
に
届
い
た
。
山
田
の
姫
に
寄
せ

る
切
な
き
心
を
知
り
、
賤
し
き
も
の
に
て

も
有
心
の
歌
の
出
来
ば
え
と
白
滝
姫
を
妻

に
下
し
た
。
山
田
は
白
滝
姫
を
伴
っ
て
故

郷
桐
生
に
帰
っ
た
。
こ
の
白
滝
姫
が
里
人

に
養
蚕
、
糸
繰
り
、
機
織
り
を
伝
承
し
て

桐
生
の
機
織
り
の
も
と
に
な
っ
た
。
の
ち

に
白
滝
姫
を
機
神
と
し
て
崇
え
奉
り
祭
礼

を
七
月
七
日
と
し
た
。 

 

       

●
お
十
夜
の
賑
わ
い 

当
時
は
、
多
摩
地
域
ば
か
り
で
は
な
く
、

山
梨
県
や
神
奈
川
県
方
面
の
人
々
に
と
っ

て
大
き
な
暮
ら
し
の
節
目
と
な
っ
て
い
た
。 

こ
の
お
十
夜
の
時
に
大
善
寺
に
詣
で

て
念
仏
を
唱
和
す
る
と
、
亡
く
な
っ
た
人

の
霊
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
伝

承
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
サ
ー
カ
ス
や
見
世

物
小
屋
が
か
か
る
ほ
ど
賑
わ
っ
て
い
た
が
、

時
代
の
変
転
の
中
で
、
信
仰
と
実
益
を
失

っ
た
機
神
さ
ま
は
昭
和
三
十
六
年
（
一
九

六
一
）
寺
地
の
移
転
に
伴
い
訪
れ
る
人
も

な
く
な
っ
た
。 

梵鐘に彫られている 
文字 

梵 鐘 
（市指定有形文化財） 

境内（明治・大正時代） 

白 滝 姫 
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⑦
大
谷
弁
天 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

大
谷
町 

都
立
小
宮
公
園
の
湧
水
が
流
れ
て
弁

天
池
に
注
い
で
い
る
。 

弁
天
池
は
、
天
明
年
間
（
一
七
八
二
～

八
十
八
）
の
飢
饉
の
と
き
、
八
王
子
千
人

同
心
頭
の
萩
原
氏
が
、
水
田
を
開
く
た
め

大
谷
の
谷
戸
を
利
用
し
て
掘
っ
た
も
の
で

あ
る
。 

 

領
民
の
苦
難
を
救
う
手
立
て
を
考
え
な

が
ら
見
回
り
を
し
て
い
た
彼
の
前
に
、
目

を
見
張
る
ば
か
り
の
美
女
が
現
れ
、
導
か

れ
る
ま
ま
に
つ
い
て
行
く
と
、
茂
み
の
陰

に
池
が
あ
り
、
傍
ら
に
小
さ
な
弁
天
堂
が

あ
っ
た
。
こ
の
池
の
水
は
、
近
隣
の
村
々

を
潤
し
た
の
で
、
導
き
を
喜
ん
だ
萩
原
氏

は
、
そ
こ
に
立
派
な
弁
天
堂
を
再
興
し
た
。 

弁
天
様
は
、
商
売
繁
盛
や
、
福
運
吉
祥
、

厄
よ
け
の
祈
願
で
た
い
そ
う
信
心
さ
れ
た
。

お
参
り
に
は
、
春
の
巳
の
日
が
よ
く
、
縁

日
は
大
い
に
賑
わ
っ
た
と
い
う
。
特
に
、

「
女
ご
衆
参
り
」
は
一
層
の
賑
わ
い
で
あ

っ
た
と
か
。
た
だ
、
残
念
な
こ
と
に
堂
は

焼
失
し
て
し
ま
っ
た
。
現
在
、
地
域
住
民

の
浄
財
に
よ
り
新
し
く
再
建
さ
れ
て
い
る
。 

                     

賑わう境内（明治・大正時代） 
戦後まもないお十夜 

大谷弁天と池 大谷弁天鳥居 
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⑧
都
立
小
宮
公
園 

（
雑
木
林
の
公
園
） 

大
谷
町 

多
摩
川
の
支
流
、
浅
川
北
岸
の
加
住
丘

陵
に
あ
り
、
標
高
百
六
十
ｍ
に
及
ぶ
丘
陵

公
園
。
園
内
に
、
コ
ナ
ラ
や
ク
ヌ
ギ
な
ど

の
美
し
い
雑
木
林
が
広
が
り
、
都
立
公
園

の
中
で
も
代
表
的
な
雑
木
林
の
公
園
の
一

つ
で
あ
る
。 

雑
木
林
は
、
四
季
折
々
彩
り
が
豊
か
で

あ
る
。 

風
に
ゆ
れ
る 

野
の
花
や
、 

小
鳥
の
さ
え 

ず
り
、
木
の 

葉
の
輝
き
、 

落
ち
葉
の
音
、 

ど
れ
も
心
安
ら
ぐ 

風
景
で
あ
る
。 

   

  

  

                      

都立小宮公園園内図 

小宮公園木道 
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⑨
ひ
よ
ど
り
山
と 

旧
日
光
街
道 

 

小
宮
公
園
の
一
番
北
側
に
、
ひ
よ
ど
り

山
と
い
う
地
名
が
あ
る
。
鳥
の
名
前
で
鵯

と
明
記
さ
れ
て
お
り
、
中
学
校
、
配
水
池
、

公
園
な
ど
の
名
前
で
点
在
し
て
い
る
。 

 

今
は
鳥
の
名
前
に
変
わ
っ
て
い
る
が
、

戦
国
時
代
に
は
、
兵
を
集
め
た
り
、
捕
虜

に
し
た
場
所
で
あ
っ
た
と
も
伝
え
ら
れ
、

兵
取
り
と
言
わ
れ
て
い
た
。 

 

幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
、
川
口
困
民

党
指
導
者
塩
野
倉
之
助
が
困
窮
す
る
村
人

を
ひ
よ
ど
り
山
へ
先
導
し
た
こ
と
で
も
分

か
る
。
こ
の
よ
う
に
、
以
前
の
歴
史
的
地

名
を
変
更
し
た
場
所
は
、
市
内
で
も
沢
山

あ
る
。
米
軍
機
の
列
車
奇
襲
で
犠
牲
者
の

出
た
場
所
も
、
猪
の
鼻
か
ら
湯
の
花
へ
。 

八
王
子
宿
の
入
口
が
、
竹
の
鼻
か
ら
竹
の

花
へ
。
兵
取
り
山
が
鵯
山
へ
な
ど
で
あ
る
。 

 

ま
た
、
小
宮
公
園
の
北
側
に
あ
る
道
は
、

八
王
子
か
ら
日
光
へ
と
通
ず
る
、
旧
日
光

街
道
で
あ
る
。 

                        

⑩
な
ず
な
の
森 

安
土
の
丘
陵
（
暁
町
二
丁
目
）
の
ち
ょ

う
ど
暁
橋
の
正
面
あ
た
り
は
、
か
つ
て
「
な

ず
な
の
森
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
と
い
う
。

そ
の
森
に
は
、
日
本
武
尊
に
ま
つ
わ
る
こ

ん
な
伝
説
が
あ
る
。 

日
本
武
尊
が
東
夷
征
伐
に
む
か
う
途

中
、
兵
た
ち
が
喉
の
乾
き
を
訴
え
た
と
き
、

こ
の
泉
を
発
見
し
、
酒
壷
で
泉
の
水
を
汲

み
、
喉
を
潤
し
た
と
い
う
。
酒
壷
を
泉
に

つ
け
た
た
め
、
以
来
こ
の
泉
の
水
は
酒
香

が
漂
う
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。 

な
ず
な
の
森
に
は
名
綱
神
社
が
あ
り
、

そ
の
下
で
今
も
わ
ず
か
な
清
水
が
湧
き
出

て
い
る
。
母
乳
の
出
な
い
母
親
が
こ
の
水

を
飲
む
と
ご
利
益
が
あ
る
と
い
う
伝
説
も

又
、
根
強
く
残
っ
て
い
る
。 

こ
の
水
は
、
戦
前
戦
後
ま
で
家
庭
の
飲

料
水
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
。 

ま
た
、
功
徳
に
つ
い
て
は
、
遠
方
ま
で

知
れ
渡
り
、
相
模
ま
で
天
秤
を
担
い
て
売

り
に
行
っ
た
者
も
い
た
そ
う
で
あ
る
。 

ひよどり山公園 旧日光街道 
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●
名
綱
神
社
と

薺
な
ず
な

の
池 

浅
川
の
北
岸
、
中
野
村
の
安
土
の
ふ
と

こ
ろ
に
は
、
薺
の
宮
が
あ
り
、
名
綱
三
郎

権
現
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
源
頼
義
将
軍
の

臣
で
、
奥
州
出
陣
で
武
功
を
立
て
た
が
戦

死
し
た
。
魂
魄
（
こ
ん
ぱ
く
）
は
領
地
だ

っ
た
こ
の
地
に
帰
り
、
権
現
様
と
し
て
祀

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

宮
の
前
の
薺
の
池
は
、
赤
子
の
乳
不
足

で
悩
ん
で
い
る
母
親
に
は
あ
り
が
た
い
泉

で
、
飲
め
ば
乳
が
よ
く
出
た
。
名
綱
三
郎

権
現
の
奥
方
が
、
観
音
さ
ま
を
信
仰
し
て

湧
き
出
さ
せ
た
も
の
だ
と
い
う
。
清
ら
か

な
水
が
こ
ん
こ
ん
と
湧
き
出
し
て
い
た
。 

八
日
市
宿
の
炭
屋
の
女
房
は
、
子
だ
く

さ
ん
で
、
乳
が
足
ら
ず
に
困
っ
て
い
た
。 

「
炭
屋
が
白
い
乳
を
い
た
だ
く
の
は
、
お

か
し
な
こ
と
じ
ゃ
が
、
ぜ
ひ
と
も
お
た
の

み
申
し
ま
す
」
と
い
っ
て
、
池
の
水
を
い

た
だ
い
た
ら
、
乳
が
ふ
ん
だ
ん
に
出
た
と

い
う
。
ま
っ
白
い
、
ま
ろ
や
か
な
乳
で
、

赤
子
は
丈
夫
に
育
っ
た
。
近
在
の
衆
は
、

薺
の
池
を
、
乳
水
（
ち
み
ず
）
の
池
と
も

呼
ん
で
い
た
。 

                       

名綱神社（ 薺
なずな

 神社ともいう） 薺神社 社 

薺 の 池 
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●
水
原

み
ず
は
ら

秋
し
ゅ
う

桜
子

お

う

し

句
碑 

 

俳
人
、
医
学
博
士
。
本
名
、
水
原
豊
。 

明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）
十
月
九
日

生
～
昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
一
）
七
月

十
七
日
没
。
八
十
八
歳
。
別
号
、
喜
雨
亭
。 

東
京
市
神
田
区
猿
楽
町
（
現
東
京
都
千
代

田
区
神
田
猿
楽
町
）
に
生
ま
れ
た
。 

 

東
大
卒
、
東
大
俳
句
会
設
立
。
昭
和
初

年
に
は
、「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
の
花
形
俳
人
と

な
っ
た
。
そ
の
後
、
師
高
浜
虚
子
の
客
観

写
生
俳
句
と
対
立
、
離
脱
独
立
し
た
。
昭

和
九
年
（
一
九
五
四
）「
馬
酔
木
（
あ
し
び
）
」

を
主
宰
し
て
、
独
自
の
俳
句
活
動
に
入
り
、

や
が
て
ホ
ト
ト
ギ
ス
と
対
抗
す
る
勢
力
に

な
っ
て
い
く
。 

 

昭
和
二
十
年
の
東
京
空
襲
に
よ
り
、
神

田
の
病
院
と
自
宅
を
焼
失
。
八
王
子
の
暁

町
の
新
井
宅
近
く
に
疎
開
。
以
後
、
九
年

に
わ
た
っ
て
こ
の
地
に
住
む
こ
と
に
な
る
。 

こ
の
環
境
の
変
化
が
、
秋
桜
子
の
俳
句
に
、

一
段
と
深
み
を
加
え
て
い
く
。 

 

水
原
秋
桜
子
の
句
碑
は
、
高
尾
山
飯
綱

権
現
堂
裏
と
名
綱
神
社
内
に
あ
る
。 

●
業

ぎ
ょ
う

祖そ

采
女

う

ぬ

め

霊
神

れ
い
し
ん 

 

采
女
霊
神
は
、
日
本
理
髪
業
の
祖
、
北

小
路
采
女
助
の
こ
と
で
あ
り
、
八
王
子
町

理
髪
組
合
が
、
明
治
四
十
一
年
秀
春
三
月 

に
建
立
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 

ま
た
、
昭
和
三
十
二
年
十
一
月
十
二
日
、

采
女
霊
神
祠
の
五
十
周
年
記
念
と
し
て
、

水
原
秋
桜
子
の
俳
句
を
刻
み
、
石
碑
を
建

て
て
い
る
。 

「
遠
世
よ
り 

 
 

つ
た
へ
し
わ
ざ
を 

 
 

ま
つ
る
秋
」 

水
原
秋
桜
子 

昭
和
三
十
二
年
十
一
月
十
二
日 

 

さ
ら
に
平
成
十
八
年
（
二
○
○
六
）
新

井
宅
に
建
っ
て
い
た
句
碑
を
、
名
綱
神
社

内
に
移
動
。
説
明
碑
と
俳
句
が
、
自
然
石

に
刻
ま
れ
て
い
る
。 

「
冬
菊
の 

 
 

ま
と
ふ
は
お
の
が 

 
 

ひ
か
り
の
み
」 

水
原
秋
桜
子 

 

                       

業祖采女霊神碑と 
秋桜子の俳句（右） 

秋桜子句碑 
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⑪
法
台
山

大
泉
寺 大

和
田
町
七-

十
三-

一 

宗
派 

曹
洞
宗 

本
尊 

釋
迦
牟
尼
佛
（
宝
冠
の
釋
迦
） 

年
代
不
祥 

寺
宝 

佛
乗
慈
僊
和
尚
筆
（
一
七
九
八
～ 

一
八
七
〇
） 

「
出
山
釋
迦
像
」 

開
山 

甲
府
市
古
府
中
町
大
泉
寺
九
世 

陽
山
宗
廣
大
和
尚 

開
基 

岡
藩
城
主
中
川
内
膳
名
正
久
盛
公 

開
創 

寛
永
三
年
（
一
六
二
六
） 

当
山
は
も
と
港
区
麻
布
今
井
町
（
現
六

本
木
三
丁
目
）
に
あ
り
、
寛
永
三
年
（
一

六
二
六
、
三
代
将
軍
家
光
公
治
世
） 

 

豊
後
（
現
大
分
県
）
岡
藩
城
主
（
竹
田

城
七
万
四
百
四
十
石
）
中
川
内
膳
名
正
久

盛
公
が
、
甲
府
市
古
府
中
町
大
泉
寺
（
武

田
信
玄
公
の
父
、
信
虎
公
の
開
基
。
武
田

三
代
の
寺
）
、
九
世
陽
山
宗
廣
大
和
尚
を
請

し
て
建
立
さ
れ
た
。 

 

久
盛
公
は
、
法
号
を
法
台
院
殿
心
鐡
宗

安
大
居
士
と
号
さ
れ
、
よ
っ
て
法
台
山
大

泉
寺
と
い
う
。
現
在
二
十
三
世
、
両
大
本

山
は
福
井
県
の
永
平
寺
と
横
浜
市
の
總
持

寺
。 

 

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
五
月
二
十

五
日
第
二
次
大
戦
の
空
襲
で
罹
災
、
同
五

十
三
年
（
一
九
七
八
）
八
月
、
八
王
子
市

の
現
在
地
に
移
転
。 

 

               

 

                        
大 泉 寺 

道 了 尊 堂 扁 額 
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◎
主
な
参
考
資
料 

・
八
王
子
寺
院
め
ぐ
り 

 
 

八
王
子
市
仏
教
協
会
青
年
部 

・
龍
谷
寺
・
大
善
寺
・
大
泉
寺
資
料 

・
八
王
子
郷
土
資
料
館
資
料 

・
と
ん
と
ん
む
か
し 

 
 

菊
地
正
著 

・
呪
わ
れ
た
シ
ル
ク
・
ロ
ー
ド 

 
辺
見
じ
ゅ
ん
著 

・
群
馬
県
山
田
郡
誌 

・
八
王
子
ふ
る
さ
と
の
む
か
し
話 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

清
水
成
夫
著 

・
昭
文
社 

・
八
王
子
市
地
図 

・
八
王
子
市
観
光
マ
ッ
プ 
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